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廃
藩
置
県
で
変
わ
っ
た
も
の

　

藩
体
制
を
維
持
し
た
ま
ま
で
船
出
し
機
能
不

全
に
陥
り
つ
つ
あ
っ
た
維
新
政
府
が
、
明
治
4

（
１
８
７
１
）
年
、
当
時
の
政
治
状
況
を
打
開
す

る
た
め
に
採
っ
た
強
行
策
が
廃
藩
置
県
で
す
。

こ
れ
は
、
地
方
を
政
府
の
支
配
下
に
組
み
込
む

た
め
の
、
中
央
集
権
化
へ
の
一
策
で
し
た
。
構

想
の
提
起
か
ら
わ
ず
か
10
日
あ
ま
り
で
、
右
大

臣
三さ

ん
じ
ょ
う
さ
ね
と
み

条
実
美
に
よ
る
詔し

ょ
う
し
ょ書（

天
皇
の
意
思
を
示
し

た
公
文
書
）
奉
読
の
儀
式
が
執と

り
行
わ
れ
ま
す
。

長
州
藩
の
鳥と

り

尾お

小こ

弥や

太た

と
野の

村む
ら

靖や
す
し

が
廃
藩
論
の

着
想
を
山や

ま

形が
た

有あ
り

朋と
も

に
持
ち
か
け
た
こ
と
が
発ほ

っ

端た
ん

で
（
推
定
7
月
4
日
）、
井い

の

上う
え

馨か
お
る

、
木き

戸ど

孝た
か

允よ
し

、
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

、
大お

お

久く

保ぼ

利と
し

通み
ち

ら

政
権
の
行ゆ

く
え方
に
煩は

ん

悶も
ん

す
る
面
々
の
快
諾

を
得
て
極
秘
裏
に
協
議
が
進
み
、
廃
藩

置
県
の
断
行
が
決
ま
り
ま
し
た
。
14
日
、

詔
書
に
よ
り
初
め
て
事
態
を
知
っ
た
知

藩
事（
旧
藩
主
）た
ち
に
は
大
き
な
衝
撃

で
し
た（
勝
田
政
治『
廃
藩
置
県
』）。

　

福
岡
藩
で
は
、
前
年
に
発
覚
し
た
太だ

政じ
ょ
う

官か
ん

札さ
つ

贋が
ん

造ぞ
う

事
件
に
よ
り
、
明
治
4

年
7
月
2
日
、
黒く

ろ

田だ

長な
が

知と
も

が
知
藩
事
を
解
任
さ

れ
、
同
月
12
日
、
他
藩
よ
り
も
一
足
早
く
廃
藩

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
長
知
に
代
わ
っ
て
藩
知

事
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
戊
辰
戦
争
で
東と

う

征せ
い

大だ
い

総そ
う

督と
く

を
務
め
た
有あ

り

栖す

川が
わ

宮の
み
や

熾た
る

仁ひ
と

親
王
で
、
廃
藩

置
県
後
は
彼
が
そ
の
ま
ま
県
令
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
の
行
政
区
画
に
つ
い
て
は
、
明
治
4
年

4
月
に
戸
籍
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
に
は
戸
籍

の
作
成
が
始
ま
り
ま
す
が
、
新
た
に
戸
籍
区
を

置
き
、
戸
籍
に
関
す
る
職
務
を
扱
う
戸
長
・
副

戸
長
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
福
岡

県
で
は
、
第
1
区
福
岡
・
第
2
区
博
多
以
外
は

そ
れ
ま
で
大
庄
屋
が
支
配
し
て
い
た
「
触ふ

れ

」
を
も

と
に
34
の
区
を
置
き
、
戸
長
・
副
戸
長
に
は
そ

れ
ぞ
れ
大
庄
屋
・
庄
屋
が
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

現
市
域
を
含
む
御
笠
郡
は
第
23
区
（
原は

る

田だ

触
）・

第
24
区
（
乙お

と

金が
な

触
）
と
な
り
、
第
23
区
戸
長
は
大

庄
屋
の
山
内
平
四
郎
が
（
副
戸
長
は
庄
屋
近
藤
恕

一
郎
・
山
崎
三
郎
）、
第
24
区
戸
長
は
大
庄
屋
の

高た
か

原は
ら

謙け
ん

次じ

郎ろ
う

（
副
戸
長
は
庄
屋
森も

り

山や
ま

庄し
ょ
う

太た

・
小こ

松ま
つ

宥ゆ
う

八は
ち

）
が
務
め
て
い
ま
す
の
で
、
少
な
く
と
も

こ
の
地
域
で
は
、
旧
来
の
形
を
残
し
つ
つ
新
制

度
へ
の
移
行
が
な
さ
れ
た
、
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
同
6
年
に
は
戸
籍
区
の

再
編
が
行
わ
れ
、
16
の
大
区
と
２
７

９
の
小
区
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
御
笠

郡
は
第
12
大
区
と
な
り
、
区
長
・
戸

長
が
勤
務
す
る
調
所
が
宰
府
村
に
も

置
か
れ
ま
す
（
同
8
年
の
調し

ら
べ
し
ょ所
の
統
合

に
よ
り
廃
止
）。
翌
9
年
に
は
大
区
を

9
つ
に
減
ら
し
、
御
笠
郡
は
那
珂
郡
・

席む
し
ろ

田だ

郡
と
と
も
に
第
8
大
区
に
再
編

さ
れ
、
大
区
小
区
は
同
11
年
7
月
、
郡
区
町
村

編
成
法
の
施
行
に
よ
り
行
政
区
画
と
し
て
旧
来

の
郡
が
復
活
す
る
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。『
太
宰

府
市
史
』
は
、
こ
の
時
期
の
状
況
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
史
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
（
通
史
編

Ⅲ
・
近
現
代
資
料
編
）。

太
宰
府
市
公
文
書
館　

藤
田　

理
子

明
治
維
新
１
５
０
年
特
集

みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/
（９２１）４８９６FAX
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○のついた日は休館日
18日～27日は特別整理期間
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

（ ）平成30年４月

貸出開始資料から

●小説　草薙の剣（橋本治／著）　オリンピックへ行こう！（真保裕一／著）
　ふたりみち（山本幸久／著）　風は西から（村山由佳／著）
　わたし、定時で帰ります。（朱野帰子／著）　庭（小山田浩子／著）
　AIのある家族計画（黒野伸一／著）　青春のジョーカー（奥田亜希子／著）
　集団探偵（三浦明博／著）　わたしの忘れ物（乾ルカ／著）
　房総グランオテル（越谷オサム／著）

●その他の本　あのひとががんになったら（桜井なおみ／著）
　災害ボランティア入門（山本克彦／編著）
　風味は不思議（ボブ・ホルムズ／著）
　子どもに効く栄養学（中村丁次／監修）
　自分で治す！腱鞘炎（高林孝光／著）
　サバが好き！（池田陽子／著） 　雇用は契約（玄田有史／著）

●随筆・詩などの文学　不倫のオーラ（林真理子／著）
　みんな昔はこどもだった（池内紀／著）
　シルバー川柳　宴たけなわ編（みやぎシルバーネット／編）
　吉祥寺デイズ（山田詠美／著）　１００歳のほんとうの幸福（吉沢久子／著）
　「五足の靴」をゆく（森まゆみ／著）

　

2
月
号
の
太
宰
府
の
文
華
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
延
寿
王
院
の
山
門
前
→
（
正
）
太
宰
府
天
満

宮
の
境
内

としょかんカレンダー
平成
30年

６
日

3
10
17
24

月

4
11
18
25

火

5
12
19
26

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

水

6
13
20
27


